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【研究の背景】シンチレータ結晶を用いた放射線検出技術は、高エネルギー物理、非破壊検査、医療
画像装置、ホームランドセキュリティ、等幅広い分野で使用されている。大阪大学では 10cm cubic の
Eu:CaF2単結晶を 1000 個もちいた CANDLES 検出器を作製し、CaF2に内在する 48Ca 同位体の β 崩壊
を利用したニュートリノ発生機構の解明を進めている。一方 CaF2発光量 24000photon/MeV と低く、
Zeffが 16.5 と小さい点[1]が β 崩壊で放出される 4.8MeV ガンマ線検出の点で不利となる。近年、
ヨウ化物に代表される、潮解性を有するハロゲン化物単結晶シンチレータの開発が進み、例えば、
EuSrI2 では 2 インチサイズの結晶作製技術が開発されるとともに、発光量 80000photon/MeV, 3%台
/662keV のエネルギー分解能の優れた特性が報告されている[2]。アンドープ CaI2 および Eu:CaI2

は 86000photon/MeV の発光量と 8%@662keV のエネルギー分解能が報告されている[3]。本研究で
は、発光波長が 410nm と光電子増倍管との波長適合性が良く、Eu 添加（790ns）に比して蛍光寿
命が 550ns と短いアンドープ CaI2 に着目し、Ca(Cl, Br, I)2 系について、単結晶作製とシンチレー
タ特性評価を行ったので報告する。 
【実験方法】Ca(Cl, Br, I)2 結晶の作製は、石英封止型ブリッジマン法を用いた。各種粉末原料を調
合し、9N アルゴン雰囲気下で石英アンプルに投入し、300℃でのベーキングの後、石英アンプルを封
止した。作製した結晶は、湿度１％以下のドライルーム中での切断、研磨の後、粉末 XRD 分析およ
び発光、シンチレータ特性評価を行った。 
【結果と考察】図１に作製したCa(Cl, Br, I)2結晶を示す。いずれも無色透明な5~10mmφの単結晶が
得られた。得られた結晶を3x3x1mmに切断研磨し、上記Irルツボを用いてμ-PD法を用いた共晶体
の作製の検討を行った。X線励起においてCaI2では410nm、CaBr2では350nmに発光ピークを確認し
た。137Cs線源による662keVガンマ線照射による放射線応答評価を行った。図２にエネルギースペ
クトルを示す。CaI2結晶において107000photon/MeVの発光量および3.2%@662keVのエネルギー分
解能を確認した。結晶育成、相同定、放射線応答ついての詳細は当日報告する。 
 

    
図１．Ca(Cl, Br, I)2結晶の写真      図２CaI2結晶のエネルギースペクトル 
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